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人件費(Ｃ)=平均給与×(Ｂ) 千円 5,307 5,252 5,252 5,307

臨時職員賃金等(Ｃ') 千円 10,803 10,955 11,417 13,853

総コスト(Ｄ)=(Ａ)+(Ｃ)+(Ｃ') 千円 16,890 16,625 17,243 19,894

単位当たりコスト
千円

(Ｅ)=(Ｄ)/(開設日数 ) 26 26 27 30

活動等指標 単位 20年度 21年度 22年度 23年度

評
価
指
標
の
設
定

①開設日数 実績値 日 646 649 629 655

②企画事業開催回数 実績値 回 24 31 36 36

《指標の説明・数値変化の理由 など》

ピッコロ広場は年末年始と毎月曜日休館。ただし、月曜日が祝日の場合は開設し、次の平日が休館。

のどか広場は年末年始と祝日が休館。

成果指標 単位 20年度 21年度 22年度 23年度

一
次

目標値 人 2,020
新規登録者数

実績値 人 2,093 1,975 1,806

二
次

目標値 人 56,985
利用者数

実績値 人 51,742 55,025 53,914

《指標の説明・数値変化の理由 など》

利用対象児である0～3歳の各年度4月1日現在の人口は、Ｈ20が6288人、Ｈ21が6323人、Ｈ22が6345人、Ｈ23は6736人。対象児

人口の28％～33％が登録している。

利用は0～3歳を対象としているが、兄弟であれば4歳以上も利用させてほしいとの意見が

事
業
環
境
等

市民・関連団体等の意見 あった。

(アンケート結果など) 西東京市子育ち・子育てワイワイプラン（後期）では、多様なニーズを抱える利用者によ

り幅広く応えていける広場運営に努めることとなっている。

26市で子育て広場事業を実施している。小平市では、子ども家庭支援センタ
□ 上

都内26市のサービス水準との比較 ーや児童館、地域センター等で子育て広場事業を実施している。
■ 中

(平均値、本市の順位など)
□ 下

代替・類似サービスの有無
■ 有 市内5箇所の地域子育て支援センター（保育園内）と13児童館で、乳幼児（0

□ 無 ～5歳）の遊び場を提供している

事務事業評価シート(事後評価)
事業コード事務事業名子育て広場事業 所管部課 子育て支援部

06-04-01 子ども家庭支援センター

施策コード施策名 施策目標

創2-1
さまざまな場面において子どもの権利が尊重され、子どもたちが主体的に参画して育つこ

子ども参加の促進 とのできる環境を整えていきます。

事務事業の目的 根拠法令等

事
務
事
業
の
概
要

子育て中の保護者と乳幼児が集える場所を提供し、保護者同士の交流と子育て不安の解消等の子育て支援を行う □法律

。 ■条例・規則

□政令・省令

■要綱・要領

事業内容・実施方法等／補助の概要：補助団体の概要(団体名・団体の活動内容・補助金の活用内容等)、補助金の概要(国・

都基準の有無・対象者拡大の有無・上乗せ補助額・市単独補助額)等　※該当する予算事業名・節目を明記する

0～3歳の乳幼児とその保護者を対象に「遊び場」を市内に２箇所開設。各広場に2名の地域支援ワーカーを配置。利用する保

護者及び乳幼児の見守りと保護者からの子育て相談を実施し、養育に悩む保護者への対応と虐待の早期発見を図っている。各

広場では誕生日会やお父さん支援事業を実施し保護者間の交流を促進。利用は無料。ピッコロ広場開設日⇒火～日（年末年始

を除く。月曜日が祝日の場合は開設）10：00～17：00。のどか広場開設日⇒日～月（年末年始と祝日を除く）10：00～17：00

　予算）民生費・児童福祉費・児童福祉総務費（子育て広場事業費）

事業開始時期 11 年度 実施形態 ■ 直営 □ 委託 □ 補助 □ その他 ( )

項　目 単位 20年度 21年度 22年度 23年度

事
業
費
デ
｜
タ

事業費(Ａ) 780 418 574 734

財
源
内
訳

国庫支出金・都支出金 5,198 9,137 11,953 12,894

地方債 千円 0 0 0 0

その他 ( ) 0 0 0 0

一般財源 -4,418 -8,719 -11,379 -12,160

所要人員(Ｂ) 人 0.65 0.65 0.65 0.
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1
さまざまな場面において子どもの権利が尊重され、子どもたちが主体的に参画して育つこ

子ども参加の促進 とのできる環境を整えていきます。

【一次評価】

○検証項目、評価の判断理由
検証項目 ランク 一次評価

○事業実施上の課題や今後改善すべき点等

事業の優先度
2

　0歳～3歳の乳幼児とその保護者が対象で、一日平均85名前後の利用がある。子育

(緊急性) □拡充 てをする保護者の集いの場であるとともに、子育てに関する情報を共有する場にも

なっている。事業の
2Ａ  また、各広場に配置されている地域支援ワーカーが、利用する保護者から子ども

必要性 ■継続実施 の発達や食事、トイレトレーニングの方法等、子育てに関するさまざまな相談を受
事業主体の

3
けており、子育てする保護者の相談相手としての役割も担っている。

妥当性 　西東京市次世代育成支援行動計画ニーズ調査報告書（Ｈ21.3月）では、子育ての
□改善・見直し

相談相手として、配偶者、祖父母に次いで、友人知人が3位、子育て中の仲間が4位直接のサービス
2 となっている。広場は友人とともに利用することもできるので、子どもを遊ばせな

の相手方
がら保護者同士で子育ての語らいや意見交換をすることができる場になっているの□抜本的見直し

事業内容等の
3

で、子育てを支援する施策として必要である。
Ｂ

適切さ 　現在のひろばの広さと一日の利用者数を勘案すると、かなり手狭な感じになるが

□休止 、今後も広場の利用を通じて、子育てする保護者間の交流に繋がるようにしたい。受益者負担の
3

適切さ

市民ニーズの □廃止
2Ｃ

把握

検証項目の見方　Ａ:事業実施の意義を検証する項目　Ｂ:事業の内容・実施方法を検証する項目　Ｃ:市民ニーズの反映度を検証する項目
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